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＜連絡事項＞

· 濃厚流動食について、遅番Cスタッフが病棟へ持ってきたら、患者様の名前と朝・昼・夕と記入してください。事故のないようダブルチェックも確実にしてください。川端Drより、投与する看護スタッフが記名することと指示がでています。

· 発熱や体調不良などで欠勤するスタッフが多いです。各自、健康管理を徹底してください。

欠勤がでると周囲のスタッフの負担にもつながることを周知してください。

· 小坂先生の診察日についてですが、これまで木曜日の午後となっていましたが、診察日について変更ないかを前日の水曜日に確認の連絡をすることとなりました。対象の患者様への対応をお願いいたします。

· 昇格試験の希望者について、総務に連絡済みです。

· 先日の患者様の離院事故から、設備について庶務と検討中です。現在排気窓のレバーは詰所にて管理しています。

＜患者様連絡事項＞

· 川村　敏也様～明日1/14、皮膚科受診予定しています。

· 島浦　美千男様～主治医よりADL状況にあった環境が必要であるとのことで、東Cユニット

への移動の許可ありましたが、移動した際に同室となる坪様とのトラブルのリスクある為、本日より1週間、8:00～20:00、21:00までCユニットで過ごしていただき、様子をみて正式移動を検討していきます。

· 勝田　ヒモエ様～主治医より濃厚流動食2―1―2から2―2―1へ変更の指示でていましたが、

栄養の方で指示箋を確認できてなかった為、本日指示箋をいただき、本日より変更となっています。

· 木村　慶喜様～寝具の破損多い為、主治医へ報告し、本日午後より12号室へ移動し様子観察

することとなっています。寝具については、毛布と12号室にて倉舘様が使用されていたマットレスをそのまま使用し様子観察します。

· 倉舘　俊照様～本日午後より10号室へ移動となっています。

＜田名部Ｄｒ患者様ケース検討＞

· 畑中　成夫様～来週1/20（木）にハロマンス筋注予定です。

· 角沢　源四朗様～24日より施設入所できるという情報あり、入所の申し込みをしていきます。

また、バイタル測定4検から2検（7:00・20:00）へ変更となっています。

ロンフルマン（0.25）追加処方、メディピース（0.5）止め。

ホクナリンテープ追加処方となっています。

· 坪　邦俊様～リスパダール（1）×2　が7日分継続処方となっています。

· 泉川　ケイ子様～セロクエル（200）就床前が7日分　継続処方となっています。

· 北山　和子様～バイタル測定4検から2検（7:00・20:00）へ変更となっています。

尿量少ない為主治医へ報告し、白湯が本日昼より、100mlから200mlへ変更となっています。

· 松川　麗様～妄想鎮静しているが、思考面の生産性低い認知機能面の障害あり。

病気への理解を深めていただく為、今後ご家族様との面談を行うこととなりました。本日ご家族様へ連絡し、1/17（月）15：00より行うこととなりました。主治医へ報告済です。また、ご本人様よりプログラムへの参加希望あり、Aグループへ導入予定です。

臨時薬7日分継続処方となってます。

· 本田　英之様～昼夜逆転傾向な為、生活リズムを改善してからの退院としていくこと説明し

ています。病識、服薬の必要性の理解を得られるよう様子観察していきます。
· 西舘　啓子様～主治医診察。落ち着いた対応、現実的な話もできている。

主治医より臨時薬継続、以後定期処方となっています。

· 鈴木　和則様～「ピノの存在もない。」と主治医診察時に話し、症状改善傾向。

主治医よりレボトミン（5）×3T継続、次回より定期処方となっています。

· 川村　敏也様～本日の夕食より常食へ変更となっています。（蛋白質アップを目的）

次回採血が1/27（木）となっています。

＜作業療法より＞

· 安達　貴浩様～参加して間もなくの帰棟要求多くあり。おかしの制限がストレスだと話され

ています。訴え傾聴することで落ち着かれ最後まで参加することできています。

· 西舘　啓子様～問題なく作業できています。継続して参加出来るように関っていきます。

